
損害保険ジャパン株式会社

◆ＳＯＭＰＯグループについて

１．地域の安全・安心・災害対策に関すること

４．女性の活躍の推進に関すること

当社グループは「安心・安全・健康のテーマパーク」の実現を通じて、あらゆる人が自分らし
い人生を健康で豊かに楽しむことができる（Wellbeing）社会への貢献を目指しています。

◆当社の連携協定実績について

◆損保ジャパンの地方創生への取組

◆具体的な連携内容

・ドローンによる損害調査や災害対応支援、防災訓練等の支援サービス

・体験型防災ワークショップ「防災ジャパンダ・プロジェクト」の開催

・防災・減災費用保険の保険普及・避難支援者保険

・みなし仮設住宅制度に関する保険の普及

・自然災害への備え（ハザードマップの浸透 等）啓蒙活動支援

・安全運転講習会（自動車・自転車）の開催

・SOMPO Parkへの防災コンテンツ掲載による啓蒙（都道府県のみ）

・世代間リスクコミュニケーション「逃げ地図」ＷＳ展開

・高齢者の安全運転対策支援

・高齢者の移動サポート支援（移動支援に関する保険）

・認知症サポーター（社員・代理店）普及による認知症高齢者の見守りサポート構築

・ＳＯＭＰＯ笑顔倶楽部による認知症の早期発見・予防、有益な情報提供

・異業種交流会、セミナーの開催

５．教育・スポーツ

・フリーランス協会と連携した移住イベント開催支援

・akippaと連携した駐車場シェアリングによる地域の渋滞解消、遊休地の利活用支援

３．健康増進に関すること

2023年５月23日

６．地域産業の振興に関すること

９．その他市民サービスの向上及び地域活性化に関すること

・子どもの防災教育セミナーの開催（防災ジャパンダ・プロジェクト）

・SOMPOボールゲームフェスタの開催

・SOMPOダンスプロジェクトの開催

・SOMPOひまわり生命と連携したリンククロスアルク（歩く）と連動した健康増進プログラム

・中小企業向け事業継続力強化セミナーの開催

・フリーランス協会と連携した関係人口の創出

・Mobility as a Service （MaaS）に関する支援

・SOMPO Ｐarkへの地産品掲載（都道府県のみ）

２．高齢者の住みやすい環境づくりに関すること

SOMPOグループ ＳＤＧｓ・地方創生に向けた取組みのご紹介

全国に拠点を有する損害保険会社として社会的責任を果たし、SOMPOグループの持つノウハウ
を活かして地域とともに成長すべく、地方創生への貢献に取り組んでいます。

産業・観光振興や防災・減災、交通安全、女性活躍推進、高齢者支援など多岐にわたっています。
（2022年1２月時点の協定数は３０８件）

県 市町村 警察

４６ １９７ ２６

７．カーボンニュートラルに関すること

・自治体新電力向け電力調達費用安定化保険の提供
・自動運転
・気候変動リスク分析
・省エネルギー診断・省エネコンサルティング
・行動変容（歩行支援アプリ：リンククロス アルク）

８．地域交通課題に関すること

・交通空白地や観光の二次交通課題の解消

（AIオンデマンド交通 NORUMOのご提供）

創業 1888年（明治21年）10月

正味収入保険料 2兆1,587億円（2021年度）

社員数 2２,537名

代理店数 46,512店

支社・営業部 125

営業課・支社・営業所 506

保険金サービス拠点 286

（2022年４月１日現在）


